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調査研究

琵琶湖南部における過去10年間の

主な植物プランクトンの季節変動について
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は　じ　め　に

　琵琶湖は275億トンの貯水量を誇り，近畿の各種

水源として広く利用されている．しかし，近年では

この琵琶湖，特に南湖において「アオコ」や「カビ臭」

および「淡水赤潮」等の環境間題が発生してきた．

　当所では，琵琶湖水質調査を月に1～2回，定期

的に行っているが，この程度の調査回数ではプラン

クトン種の消長や交代，および増殖量等の状況把握

が困難な場合が多い。特に「淡水赤潮」や「水の華J

現象は，発生から終息までが数時間から10日問前後

であり，連続調査を行ってみると刻々と変化し，1

日の間でも大きく変動する場合があるP．

　このため我々は，南湖水の流出部である南湖南部

水域において1980年より調査頻度を多くし，10年間

にわたりプランクトン調査を行ってきた，その結果

について若干の検討を行ったので報告する．

この調査は現在継続中である．

調　査　方　法

1．調査地点（図1）

なお，

　琵琶湖に流れ込む河川は400河川にもおよぶが，

流出してゆく河川は瀬田川のみである（一部疎水よ

り流出）．このため，琵琶湖で発生した多くのプラ

ンクトンは，増殖および分解等を繰り返しながらも，南

湖を経て瀬田川へと流出していくと考えられるため，

採水地点を南湖南部水域に位置する琵琶湖文化館桟橋
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図1　調査地点

沖および瀬田川の流心部の2地点を調査地点とした．

2．期　　　間

　1980年1月～1989年12月までの10年間

3．回　　　数

　採水頻度は原則として2日に1度の割合で行っ

た。この中から，毎週2回の資料を抽出し集計を行っ

た．（96回／年×10年×2地点＝1，920検体）

4．調査項目

（1）植物プランクトン：観察された各種類の同定お
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　よびその種類ごとの細胞数を計算した．

　　また，藍藻綱については，その群体を計数した。

（2）気象：気温，日照時問，降水量

　　滋賀県彦根地方気象台発表の気象年報より引

　用2レした．

（3）琵琶湖からの放流量：近畿地方建設局琵琶湖工

　事事務所および京都市水道局の資料から南郷洗堰

　放流量と宇治発電所および，京都第1，第2疎水

　の使用量を合計し，月合計値として求めた．

（4）水温：琵琶湖文化館沖に設置した水質自動測定

　局（打出局）のデータを使用した．

（5）クロロフィルa量：琵琶湖定期調査において毎

　月1回琵琶湖文化館沖で測定（上水試験法）して

　いるデータを使用した．

5．計数方法

　植物プランクトンの多くは，長時問放置すると分

解・死滅し計数出来なくなる．このため朝8時30分

～9時の間に採水し，持ち帰った検体は，直ちに1mε

をプランクトン計数板に取り，40～200倍の倍率で

検鏡し，各種類ごとにその細胞数（ceUs／mε）を計

数した．藍藻綱は微細な細胞のものが多く，細胞数

では計数が難しく，また「塊状」の群体や「糸状」

の群体を形成するものが多いため，その群体数

（cdonies／mε）を計数した．

　　　　（ceUs！の’
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結 果

1．総細胞数の変動

　瀬田川流心部（図2）および琵琶湖文化館桟橋沖

（図3）において10年問調査を行った結呆，総細胞

数の変動は，両地点ともによく似た傾向にあり。出

現するプランクトン相や種類数についても殆ど同様

であった。

　総細胞数は，103～104cells／認の範囲で主に変動

し，4～5月および8～10月の2度にわたりピーク

が認められた．前者は黄色鞭毛藻綱が主体となり，

後者は緑藻綱および珪藻綱が主体であった．

　水温の低い2～3月にかけて最も少なく推移する

傾向にあった．

2．綱別季節変動

　瀬田川流心部，および琵琶湖文化館桟橋沖の2地

点で調査を行った結果，各種および各綱の消長は同

様傾向に推移していたため，ここでの図表について

は瀬田川流心部の資料を中心に示した．

　（D　黄色鞭毛藻綱（図4）

　黄色鞭毛藻綱は，毎年4－5月にかけて104cells

／㎡以上の明確なピークが認められた．

　これはU708’ε餌αα膨漉α肱というプランクトンが

異常発生するもので，多くの水域において「淡水赤
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潮」が認められた。この発生水域では「生ぐさ臭」

が漂い，湖面は茶色から茶謁色となっていた。

　黄色鞭毛藻綱は7～9月の水温の比較的高い時期

には，殆ど増殖しない傾向にあった．

　その他の主に観察される種類としては，冬季から

春季を中心に伍”のηωゆ卿副α‘摺．Ch，y50αMα加陥

d‘側5，愉μω”ω旧5’ω1棚刎α，S鋼醐sp．等の種類が観

察されたが，その量は比較的少ない傾向にあった．

　（2）珪藻綱（図5）
　珪藻綱の季節変動は，年間を通して102～103

cells／配程度観察されるが，少ない年度もあった．

多くの種類が観察されたが，代表的なものとしては

春季にパ漉肋一ε”α卿㎜・εα，s妙加，：副5α‘5‘砿v。

加ε沼α，∫鋤4mα‘麗，（汐‘’o’εμαsp．等であり，夏季か

ら秋季には1し46’05蕗α8・γα”認α蝕，〃．8m。v．α”8罵s師5蕊。

泌α．ノVf‘～5ご傾αsp．，0ン猶05‘8拠αα傭煽処α‘σ等である．冬

季にばF㎎塵」α加‘γo’側ε”5f5，翻ε’05f凹直ε如麗，〃．

50配α，S妙加”α倫6麗‘傭飢8”5島等であった．

　（3）渦鞭毛藻綱（図6）

　渦鞭毛藻綱に属する種類は，年間を通してあまり

観察されないが，1986年6月にはσ””α∫f”‘％励sp．

を500ceils／配観察した．この属の中には増殖すると，

「淡水赤潮」となる種類もあり，今後の増減が注目

される．主に観察される種類はPε泌加”鵡ρe”αz疏，

Gy”1”odぎ舞fκ隅　　ぬ8’”θ‘記翼”L　P87f4‘”‘翼η3　sp．，　σツ”3”04‘・

館加泌sp．等であった。
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　　図4 黄色鞭毛藻綱の経日変動（瀬田川流心1980－1989）
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図 珪藻綱の経日変動（瀬田川流心1980－1989）

U　　l2（月）

（ceUs／配）

100000

10000

1000

　　　1　　　2

舗 艦

図6 渦鞭毛藻綱の経日変動（瀬田川流心1980－1989）

U　　12（月）

一69一



　（4）褐色鞭毛藻綱（図7）

　褐色鞭毛藻綱は，年問を通して安定して観察され，

水温の高い8～10月にかけては，いくぶん減少する

傾向にあった．代表的なものとしては，C四μ㎝珍

昇α3sp，，Rhα‘㎝㎝α3sp．等であった．

　（5）緑　藻　綱（図8）

　緑藻綱の季節変動は，1～5月頃までの期問中は

103ce”s／配以下で推移したが，5月下旬頃より増加

が認められ8～10月に大きなピークに達した。種類

数についても多く観察された．そして水温が低下す

る10月以降になると減少傾向にあった．

　主に観察された種類としてはP顧α5伽川尻磁θ，P，

4翼ρ敏，C規α瑚伽蹄α5sp．，E％40吻αo’ε8螂，C副α3・

伽”‘α励伽拠，〃」6剛f痂”3．勲‘5蜘π。D助・3・

　♪hα顔μ拠ρ麗‘‘加μ麗川，T8‘ms卿躍’α‘㍑s師5。1♪’α”々‘05一

　ρκαθ頁α　sp．，Oo6；ソ5’f5　‘α‘：4ε’γf3，ノ1”々js‘”d85””‘5メα’、v、

ン　”蛭7αわ∬θ，S‘¢”86ε3拠麗3　sp。，”o㍑860’‘α　sp．，C’os陀η1κ”匹

　㏄‘．V．3幼餌㎝％規，S’側7α3’π朔40γ．V．0川α伽拠等で

　あった．

　　（6）藍　藻　綱（図9）

　　藍藻綱に属する種類は各細胞が微細であり，群体

　を形成するものが多いため，群体を計数した．

　　季節変動は，1～5月の期問は殆ど増殖していな

　い．しかし，6～7月に「カビ臭」の原因プランク

　トンであるP肋㎜f4伽拠伽麗が多く観察されるよう

　になり，湖水からは2メチルーイソ・ポルネオール（2MIB）と
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呼ばれている「カビ臭」物質が検出されだ寧．その後，

8月からのピークは主にハ”αδα釧α属が中心となり

増殖した．かなでも11照bα8肥α∬ビ，爵が近年多く観

察されている．‘4．”1ασ05ρo猶ロと呼ばれる種類が増殖

すると，湖水からはGeosmin（ジオスミン）と呼ば

れている「カビ臭」物質が検出されている0。

　「アオコ」の原囚となるルf砂㏄y甜5属も9～10月

に少しであるが観察された．種類としてはMf‘縦y・

頭5αm‘8f”03αおよびA1．泌5の1加㎎∬であった．

　1985年頃より，この時期056f”α’o加’ぐ川f3が微

最ながらも観察される事もあった．この種が出現す

ると湖水からは2MIBが検出された5’．

　藍藻綱に属する種類は，今までに述べてきたよう

に，いろいろな環境問題を起こす種類が多い．しか

も，A臨r鰐5爵属を中心とする藍藻は富栄養化が進

んだ水域で多く観察されていることから，今後これ

らの消長には特に注目したい．

　（7）そ　の　他

　黄緑色藻綱およびミドリムシ藻綱に属する種類も

時々観察されるが，全体に占める割合は非常に小さ

かったためここでは省略した．

3．優占種の変遷

　文末の表1に主な種類が各年に優占種となった調

査回数を示した，黄色鞭毛藻綱ではU名og’ぞ，：αα凝F

ゴ‘ω1αが多く，珪藻綱ではル鯉05聰g凹川g姐α．（⊇粉

’0’f’」αμ’0，”醐’α．凸α8f’副α‘ro’0”σ：5f3等であった．

　褐色鞭藻綱はCり例o♪”側α5sp．やκ’8囲ω箆o，1侭sp．

が優占毬．となることが多く，緑藻綱では挫伽3伽川

厨照8が主に優占種であった．

　　　　と
　この10年問の傾向についてみると，1985年までに

長期間優占種となっていた’）8面α3‘川川厨㎜oが，

1985年以降には減少傾向にあり，1989年には1度も

優占種とならなかった．これに変わり，〃．8貰α朋’α・

’αやRhαfo期㎝侭sp．が優占する回数が増加したこ

とである。

　褐色鞭毛藻は，比較的水質汚濁の進んだ水域を好

むとされており側，近年少しずつ優先する回数が増

える傾向にあった．また，藍藻も1985年頃より，優占

種となることがあり，「水の華」および「アオコ」の発

生等についても近年では珍しくなくなってきている．

4．主な種類の変動

　（1）近年減少しているプランクトン

　緑藻綱のPo4fα5‘η朔扉脚ε「ビワクンショウモ」と呼

ばれ，根来健一朗により琵琶湖の固有種として1954

年に報告9聖されたものである．過去には琵琶湖水系

の指標種とされ，多量に分布していたが，図10に示

すようにこの10年の問に，100分の1程度しか観察

されなくなった．今後の消長に注目したい．また珪

藻のFrαgf’α7fαご70勧蓼e”5f3，（漣姐躍α8’o耀名α如等も

減少傾向にあった．

　（2）近年増加しているプランクトン

　A廻03加8艦側翼制αは「イトケイソウJと呼ぱれ，冬
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季以外は多く観察された（図11）．また，南湖で採

泥を行うと，おびただしくこの種の殻が観察される．

近年．緑藻をおさえ長期にわたり観察される，また，

褐色鞭毛藻のRhα‘㎝伽α5sp．やC刎ρ‘ω箆㎝α5sp。も

少しずつではあるが増加傾向にあった．

　（3）ヂ淡水赤潮」原鶴プランクトン（溺玉2〉

　琵琶湖では伽g’㎝佛ε漉撮瓢と呼ばれているこ

の種類が増殖すると「淡水赤潮」を引き起こす。図

12にαα耀漉σ”αの10年間の消長を示した．

　198G，玉98i，玉983，玉98輝は4丹から6秘こかけ

て多く観察されたが，その後，減少傾向にあり，

1989年は最も少なかった．

　（4）「水の華」原因プランクトン（図13）

　罫水の華」現象は，一般に藍藻繕が異常発生する

ことにより，湖水表面や湖岸部の周辺において緑色

のベンキを流したような状態になる現象であり，こ

こでは，この藍藻綱による「水の華」現象に絞って

三989｛孝1

報告する（「淡水赤潮」等も広い意味での「水の華」

現象と呼ぶことができる〉。

　、4πα㎞α属は，夏季に南湖で大発生する代表的

なブランクトンである．種類としては湾撒δα8ηα

α頭襯sが最も多く，その他としてはん撚α‘ro＄ρo欺

湾．S〆癖483，！魏α擁鷹3露等が観察される。図肇3に

o紛203轟4Gso607G89弱韮oo《％）
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図14　瀬田川流心におけるAηabaeηaとMJc’ocySf’sの割合
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！1照わα8照属の10年問の消長を示した．1985，1986年

にピークがあり，1980年および1989年が少なかった．

　棚‘綴v5廊属は，夏季一秋季にかけて少数観察さ

れるが，しかし一群体の大きさ（200－5000細胞）

は1b：のα8照の約IO倍以上もあり，これが増殖する

と湖水表面に浮かび上がり，緑の粉をまいたような

状態となる．代表的な種類としては献αm‘8伽3α

が最も多く，その他としては砿ψ卿”厩8ff等が観

察される．

　図13に〃f‘r¢v5’f5嘱のIO年問の消長を示した，

1985年までは少数しか観察されなかったが，1987，

1988年と多くみられた．

　図14に！b1のαe照属とA臨㍑），頭5属の占める割合

を示した，1986年以降〃f‘1¢ッ5’f3属の占める比率が

大きくなる傾向にあった．

　この駈‘㍑y5傭属は富栄養湖に出現する代表的な

種類であるため，今後，いっそう増殖がみられるな

らば。プランクトン相からみた琵琶湖南湖の富栄養

化は，また一歩進んだことになると考える．

5．総細胞数の経年変動と気象

　近年，比較的汚濁の進んだ水域で観察されるブラ

ンクトンが増加傾向にあるにも関わらず，総細胞数

の経年変動（図15，16）は，1985年以降は徐々に減

少する傾向が認められ，1987年（平均2，200cens／m8）

および1989年（平均2。230cells／mぞ）は特に少なかっ

㎜
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細
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図16　平均総細胞数の経年変化（瀬田川流心

　　　1980－1989）　　　　　　　　＊藍藻綱はcolonies！mε
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た．またクロロフィルa量（図17）についても，

1988年（年平均lo．8μ9／ε）や1989年（年平均7．8μ9

／ε）は，1985年（年平均15。1μ9／ε）と比較する

と減少傾向にあった．
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図17　琵琶湖文化館沖におけるクロロフィルa量の

　　　経年変動（1980－1989）

　その他の水質項目についても琵琶湖水質調査報告

書lo，によると，1985年以降やや減少もしくは横ばい

傾向にあることが推察された．

　総細胞数が近年少なく推移する原因については解

明できていないが，水深の浅い南湖では，気象等の

影響を比較的受けやすいと考えられるため，この10

年間における滋賀県の気象概況を表2に示し，その

因子となる気温，水温，日照時問，降水量および琵

琶湖からの放流量等について検討を行った．

　（1）気温，水温（図18，19）

　この10年問における気温と水温の経年変動を示し

た．水温の変動幅は気温に比べ小さく推移したが，

その変動傾向については同様であった．

　年別にみると1980－1982年は夏季に気混が低かっ

た年であり，1983～1986年は猛暑であった．中でも

1984年は，猛暑（8月平均33℃）異常低温（2月平

均一1．1℃），多雪，異常渇水（一95㎝）と，寒暖の変動

が激しい年であった，1987～1989年の傾向としては，

冬と夏の寒暖の差が小さくなる傾向にあった．

　（2）日照時問（図20）

　1980－1982年は比較的矩い日照時問（月平均合計
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図18　大津における気温の経年変動

　　　滋賀県気象年報より引用
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図21降水量の年変化（彦根地方気象台発表資料）
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図19　打出局における水温の経年変動

値170時間）で推移したが，1983～1986年の4年問（月

平均合計値179時問）は比較的長かった。しかしな

がら1986年以降は，再び短くなる傾向にあり，1988，

1989年（月平均146時間）の日照時問は特に短かい

傾向にあった。
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　　図20　日照時間の経年変動

　（彦根地方気象台年報1980－1989）

　図23　瀬田川流心における総細胞数中に占める

　　　　各綱の割合

　（3）降水量（図21）

　降水量の年変化をみると，1981～1984年（月平均

115㎜）の4年問は比較的少なく，特に1984年の秋

季から冬季にかけて異常渇水（水位低下一95㎝）が

あり，1988年（月平均143㎜），1989年（月平均169㎜）

は比較的多い降水量であった．

　（4）琵琶湖からの放流量（図22）

　琵琶湖からの毎年の放流量は，この10年間平均で

約52億トン／年の放流量であった．しかし，1987年

は35億トン／年と最も少ない傾向にあった．

　（5）植物ブランクトンと気象との関係（図23）

　総細胞数中に占める各綱の割合を図23に示した

（藍藻綱を徐く）．1980～1984年までは緑藻綱が約

50％を占める傾向にあったが，1988年は14％，1989

年は15％と減少傾向にあった．また，植物プランク

トン総細胞数が1987年以降，減少傾向にある原因の
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一つに，気象が大きく関わっていると考え，その要

因について調査した結果，植物プランクトンの増殖

に大きな影響を与える水温が，夏季から秋季にあま

り上昇しなかったこと，またブランクトンの光合成

に大きく関与する日照時問が1987年以降短い傾向に

あること，降水量が比較的多かったことなどがあげ

られる．

　一般にブランクトンが増殖しやすい条件として

は，栄養塩が多い，温度が比較的高い，照度が高い，

水の動きが少ない等の条件が考えられる．これらの

ことから，1987年以降はブランクトンの増殖に適し

た条件が整い難かったことも，総細胞数が減少傾向

をしめした要因の一つとなっていると考えられる・

　しかしながら1980－1982年の夏季は冷夏であった

にも関わらず，総細胞数は比較的多く推移していた

ため，気象条件が絶対的なものとは考え難く，プラ

ンクトン種類間の競争や共存関係および，大きさの

違いによる補食等の関係，そして魚類やベントスの

増減等についても考察していく必要があると考え

る．

ま　　と　　め

　総細胞数の変動は，103～104cells／㎡の範囲内で

主に変動し，4～5月および8～10月の2度にわた

りピークが認められた．2－3月は少なく推移した．

　綱別季節変動をみると，黄色鞭毛藻綱は4～5月

に明確なピークが認められ，珪藻綱と褐色鞭毛藻綱

は，年問を通して安定して観察された。緑藻綱は1

～5月頃まで少なく8－10月に大きなピークが認め

られた．藍藻綱は1～5月までは殆ど増加せず，6

～7月に「カビ臭」の原因プランクトンが観察され

た．8月からのピークは，主に河”のα8肥属や〃fひ

縦y頭3属であった．

　優占種となった種類をみると，黄色鞭毛藻綱では

U即81ε”αα脚漉ω：α，珪藻綱では雌lo5肱87ω一麗履α．

C：ydo’8”αsp。等であった．

　褐色鞭毛藻綱はC卯’o｝”o｝！α5sp。や勲04ω”ω一α3sp．

が優占種となることが多く，緑藻綱ではP顧α5伽規

わゆα8が主に優占種であった．

　この10年間の傾向についてみると，1985年までに

長期間優占していたP顧α5加槻加脚εが，減少し

1989年には1度も優占種とならなかった．これに変

わり，M．8π1川‘履αやR’副酬ω榔sp．が優占する回

数が多くなった．掲色鞭毛藻綱は比較的水質汚濁の

進んだ水域を好むとされており，近年少しずつ優占

する回数が増える傾向にある．また，藍藻綱も1985

年頃よ1り，優占種となることがあった。

　近年減少しているプランクトンは，Pe‘如s伽捌わ勉α8

や，F諾α811α加‘70‘0”8”sfsおよぴCyc’o’8”απ’03”81α’α

等であり，近年増加傾向にあるプランクトンは，

μo’osfm8m，”4’α’αやR’3αfo3”ω1α3sp，およぴCηρ’o・

3”㎝α5sp。等であった．

　「淡水赤潮」の原因となるuγoπ’8照α膨痂α照は

1985年以前は多く観寮されたが，その後滅少」頃向に

あった．「水の華」の原因となるハ照わα顔α属は，

1985年および1986年にピークがあり，〃f‘γ閃v5’f5属

は1987年以降，少しずつ増加の傾向にある．

　この〃砂㏄ッ語5属は富栄養湖に出現する代表的な

種類であるため，今後，いっそう増殖がみられるな

らば，ブランクトンからみた琵琶湖の富栄養化は，

また一歩進んだことになる．

　総細胞数は1987年以降は徐々に減少する傾向が認

められた．気温および水温は，1985年前後の夏季は

猛暑であったが，1987年以降は冬と夏の，寒暖の差

が小さくなる傾向にあった．日照時問は茎987年以前

は比較的長かったが，1987年以降は，短い傾向にあっ

た．降水量は，1988年および1989年は比較的多い降

水最であった．

　これらのことから，総細胞数が1987年以降少な

かった原因の一つに気象が考えられ，その要因とし

ては，水温が夏季に上昇しなかったことや，光合成

に大きく関与している日照時問が短いこと，降水量

が比較的多かったこと等があげられる．一般にプラ

ンクトンが増殖しやすい条件としては，栄養塩類が

多く，温度が比較的高く推移し，日照時闘が長く，

水の動きが少ない等の条件が考えられ，1987年以降

はこれらの条件が整い難かったことも，総細胞数が

減少傾向の要因の一つになっていると考えられた。

しかし，過去には冷夏にも関わらず，総細胞数が多

く推移している年もあるため，今後は気象条件とあ

わせて栄養塩類の変動や動，植物プランクトン種問

での競争・補食の関係，および，魚類やベントスの

現存量等についても考察していく必要があると考え

る。

お　わ　り　に

　今回調査頻度を多くすること，長期問継続するこ

と，終始一貫した採水・検鏡方法によることを原則

とし調査を実施してきた．この結呆，琵琶湖南部水

域の過去10年問の植物プランクトンの主な消長が明

らかとなった．今後はこの資料を礎として「淡水赤

潮」や「水の華」そして「カビ臭」の発生予測が出
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来るように整理し活用して行きたい．

　大切な水源である琵琶湖の水環境が，今後どのよ

うに変化して行くのか予察はできないが，いままで

積み上げてきた資料は，その時，その場の水質を忠

実に表現しており，年月を経るほど貴重となると考

えられるため，この資料を今以上に生かせるよう継

続して行きたい．
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1980－1989．96／年）

綱 種　　種 1980　1981　1982　1983　1984　1985　1986　1987　1988　1989年　10年間合計

黄色鞭毛藻綱 Uro91e“a　americana

Dinobryon　divergens

Dinobryon　bavaricu皿

Chrysosphearellasp．

Chrysoam㏄baradians
Synura　sp，

O
　

1
2

10　　　13　　　10　　　14　　　10　　　19

1　　3　　　　　1　　1
2　　3　　1　　6　　　　　1

　　1
1

99回
8

22

8
5
2

珪藻綱 Melosira　granulata

Melosira　italica

Melosira　distans

Cydotena　glomeraしa

Cycloしenasp。

Stepanodiscus　subsalsus
Fragiiariacrotonensis

Asterionena　formosa

Synedra　acus
Nitzschia　holsatica

Nitzsch量a　acicularis

　　1　　18
　　　　　1
　　　　　1

　　　　　1
16　　13　　3

　　2　　6

　　　　　1

1

10　　16　　10

621172832
　　2　　1　　　　　4
6　　　　　1
8　　1

　　2
2　　2

　　2
6　　1

1 1

詔
　
1
6
1
2
3
9
1
1
1

3
2
0
3
5
1
8
9
7
2
3

6
1
1
【
」
　

1
4
3

掲色鞭毛藻綱 Crypto皿o踊as　sp，

Rhodomonas　sp， 5 3
8

11　　1　　3　　7　　　6
10　　　15　　　18　　　21　　　　　17 3

1ドミムシ藻綱　Trachlomonassp． 1 1
繰藻綱 Eudorina　elegans

Teしraspora　lacustris

Micrac“頭um　pusmu皿

Dicしyosphaerium　pulche”um

Didyosphaerium　Ehrenbergianum
Kircbnerieiia　contor【a

Kirchnerie巳！a　sp，

Plaokしospaeriasp．

0〔κystissp．

Ank量strodesmus　fa聾．v，皿irabi｝e

Pediastrum　biwae

Pediasしrum　duplex

Coehs吐『um　cambricum

Actinasしru皿han，v，fluviatile

Mougeotia　sp．

qosこeriumaci．v．subpronum

Staurastrom　dor．v．oma［um

Cosmocladium　constrictum

1

2
5

　　7　　2　　4

　　1
53　　　30　　　23　　　31　　　29

　　　　　　　1

3

1
4　　1　　　1

　　3　　1

　　1
　　　　　1
13　　22　　12

1　　　　　2

2

2
5
6
0
2
1
1
5
2
2
4
1
3
5
5
3
2
2

　
　
　
1
　
　
　
　
2
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

藍藻綱 Micr㏄ystisaeruginosa
Aphanoth㏄e　clathraしa

Ahabaena　affinis

Phormidium忙enue

1

2 2
2

4

1
1
9

1i

調査回数合計 96　　　　96　　　　96　　　　96　　　　96　　　　96　　　　96　　　　96　　　　96 96 960
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表2　滋賀県の気象概況（滋賀県気象年報より一部引用2））

1980年：梅雨入りが早く。明けが遅かった．全国的に冷夏となり，彦根では67年ぶりの低温であった・

1981年：昭和38年豪雪をしのぐ大雪年であった． 比較的涼しく謡夏期戯か空

1982年：盛夏は短く涼しい夏であった．10月は雨が少なく，11，12月は高温傾向で経過した，

肇983年：緩冬，．4弩から6擁の気混1ま事卑に耗べ高め藝こ経過した。

　　　猛暑となった．

梅爾明暴舞ま後は．太事洋高気圧におおわれ

1984年：寒暖の変動が大きく，大寒冬（異常低温）

　　　かけては異常渇水（一95㎝）であった．

多雪・冷轟・猛暑・秋の少雨等があり，秋季から冬季に

1985年：梅雨期問中に大雨・長雨が続き，

　　　　となった．

やや多雨（総降水最574㎜）であった．盛夏期は昨年を上回る猛暑

…986年1梅溺期悶中の総降水最は553魍（平隼覗3繍）でやや多爾であった，

　　　最5．5㎜）猛暑となった．

盛夏期は講猛も少なく（8乃緯水

1987年：暖冬，梅爾末期の大爾，遅い梅雨明け。残暑，少雨であった．

1988年：暖冬，遅い梅雨明け（観測以来第1位），

　　　があった．

盛夏期は熱帯低気圧が多発．平年より早い伊吹山の初冠雰

茎989年1暖冬（彦根の邦平均気温叢那ま観潔鉄来第…位），5避に罫つゆの1よし舅が現れ，曇珍や醗の縫が

　　　多かった．
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